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自
治
功
労
表
彰

平
塚

武
さ
ん

監
査
委
員
と
し
て
平
成
ロ
年
1
月
ま

で
の
ロ
年
問
、
教
育
長
と
し
て
昭
和
白

年
9
月
ま
で
の

8
年
9
か
月
、
地
方
自

治
の
振
興
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ

ま
し
た
。

社
会
貢
献
賞

青
柳

輝
義
さ
ん

76歳
宮町3丁目

70歳
本町3丁目

町
議
会
議
員
と
し
て
、
平
成
日
年
8

月
ま
で
の

8
年
間
、
地
方
自
治
の
振
興

発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

北
野

哲
二

島
津
住
民
会
長
と
し
て
、
平
成
日
年

3
月
ま
で
の
叩
年
問
、
西
島
津
住
民
会

と
の
合
併
に
取
り
組
む
な
ど
、
地
方
自

治
の
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

佐
藤

勇
さ
ん

商
工
会
役
員
と
し
て
、
昭
和
臼
年
5

月
ま
で
の
四
年
3
か
月
、
産
業
経
済
の

興
隆
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。r 

さ
ん

76歳
基線北21号

85歳
西町2丁目

ぜ

後
藤

純
男
さ
ん

日
本
を
代
表
す
る
画
家
と
し
て
本
町

に
美
術
館
を
建
設
し
、
芸
術
文
化
の
振

興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

前
田

光
弘
さ
ん

消
防
団
統
幹
部
と
し
て
、
平
成
ロ
年

3
月
ま
で
の
必
年
6
か
月
問
、
職
務
に

精
励
し
、
消
防
業
務
の
向
上
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

70歳
千葉県流山市

66歳
錦町 1丁目

町
で
は
、
表
彰
条
例
に
基
づ
き
、
毎
年
町
の
発
展
や

地
方
自
治
の
振
興
な
ど
に
貢
献
の
あ
っ
た
方
を
表
彰
し

て
い
ま
す
。

今
年
は
、
次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ

の
方
も
長
年
に
わ
た
り
、
各
分
野
で
活
躍
さ
れ
、
そ
の

努
力
と
功
労
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

表
彰
式
は
、
日
月
3
日
(
文
化
の
日
)

総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

動
続
表
彰

マ
民
生
委
員
児
童
委
員

松
野
た
か
よ
さ
ん

(
叩
年
)

善
行
表
彰

太
田
志
夫
郎
さ
ん
瑚

叩
年
余
に
わ
た
り
、
交
通
安
全
協
会

理
事
と
し
て
交
通
安
全
運
動
に
積
極
的

に
取
り
組
ま
れ
た
の
を
は
じ
め
、
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
長
と
し
て
、
老
人
福
祉

の
向
上
に
も
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

赤
間

一
善
さ
ん
市

交
通
安
全
監
視
者
お
よ
び
交
通
安
全

模
範
者
(
車
)
会
役
員
と
し
て
、
交
通
安

全
運
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

f汽

に
社
会
教
育

上
富
良
野
町
商
工
会
女
性
部

回

昭
和
臼
年
度
か
ら
毎
年
、
町
内
新
入

学
児
童
に
対
し
、
交
通
安
全
を
祈
願
し

た
手
作
り
マ
ス
コ
ッ
ト
を
贈
っ
て
い
る
。

国
保
俵
軍
民
家
庭
表
彰

【
無
受
診
年
数

マ
健
康
優
良
単
身
世
帯

9
年
}

鹿
沼

[
無
受
診
年
数

守
雄
さ
ん

伊
藤
ヒ
デ
子
さ
ん

5
年〕

【
無
受
診
年
数

マ
健
康
優
良
単
身
世
帯
以
外

5
年
}

猪
又

【
無
受
診
年
数

村
上

誠
さ
ん

2
年〕

博
さ
ん



教育委議会桑診三
橋

教育委員会では、発明、発見、その他創意工夫により

生産能率の向上に顕著な功績をあげた方、町の文化振

興に貢献された方、町のスポーツ振興に貢献された方、

各種スポーツで優秀な成績を収めた個人、団体を表彰

しています。今年は次の方々が表彰されました。

70歳
東 5線北16号

昭
和
田
年
よ
り
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

役
員
と
し
て
、
会
の
運
営
発
展
に
尽
力

さ
れ
、
町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
発
展
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
賞

功
さ
ん

〆¥
米
国
ス
ミ
子
さ
ん

63歳
東町 1丁目

昭
和
町
年
よ
り
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

役
員
と
し
て
、
会
の
運
営
発
展
に
尽
力

さ
れ
る
と
と
も
に
、
体
育
指
導
委
員
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会
委
員
と
し
て
、

町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

安
田

周
三
さ
ん

62歳
新町2丁目

昭
和
弘
年
よ
り
銃
剣
道
連
盟
役
員
と

し
て
、
会
の
運
営
発
展
に
尽
力
さ
れ
、

監
督
等
指
導
者
と
し
て
も
町
の
ス
ポ
ー

ツ
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

赤
JII 

富
子
さ
ん

錦
町

2
丁
目

位
歳

第
出
回
北
海
道
弓
道
選
手
権
大
会
一

般
女
子
の
部
で
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。

鎌
田

覚
さ
ん

引
歳

昭
和
白
年
か
ら
平
成
5
年
ま
で
の

7

年
間
、
全
道
銃
剣
道
大
会
で
優
勝
。
平

成
6
年
か
ら
監
督
と
し
て
全
日
本
優
勝

大
会
、
全
日
本
青
少
年
大
会
に
出
場
さ

れ
ま
し
た
。

新
町

4
丁
目

高
橋
世
是
夫
さ
ん

お
歳

第
日
回
国
民
体
育
大
会
(
富
山
県
)

距
離
競
技
成
年
C
組
で

2
位
に
入
賞
さ

れ
ま
し
た
。

正
町
1
丁
目

久
保
田
愛
子
さ
ん

引
歳

南
町

4
丁
目

第
7
回
全
国
自
衛
隊
車
球
大
会
女
子

ダ
ブ
ル
ス
で
優
勝
。
同
女
子
シ
ン
グ
ル

ス
で
3
位
に
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

相
沢

誠
さ
ん

南
町

4
丁
目

引
歳

第
乃
回
北
海
道
陸
上
競
技
選
手
権

1
0、
o
o
o
mで
2
位
入
賞
。
第
臼
回

小
樽

i
札
幌
間
駅
伝
大
会
に
北
方
直
轄

A
チ
i
ム
で
出
場
し
、

2
位
入
賞
。
第

口
回
さ
わ
や
か
ハ

1
フ
マ
ラ
ソ
ン
(
初

1

羽
歳
の
部
)
で
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。

3手~'~0匙害回



ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

伊
藤

大
輔
さ
ん光

町

2
丁
目

叩
歳

第
臼
回
全
道
高
校
駅
伝
競
走
大
会
に

恵
庭
南
高
校
チ
l
ム
の

一
員
と
し
て
出

場
し
、

2
位
入
賞
。
全
国
高
校
駅
伝
大

会
に
出
場
さ
れ
ま
し
た
。

山
川
佳
奈
子
さ
ん

行
歳

本
町

5
丁
目

第
却
回
千
歳
日
航
国
際
マ
ラ
ソ
ン
(
フ

ル
マ
ラ
ソ
ン
高
校
1
M
歳
の
部
)
で
優

勝
、
女
子
全
体
で
Z
位
に
入
賞
さ
れ
ま

し
た
。

山
本
ま
ど
か
さ
ん

行

歳

北

町

2
丁
目

第
臼
回
全
道
高
校
陸
上
競
技
大
会
側

m
で
6
位
入
賞
。
同
全
国
大
会
に
出
場

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
第

η
回
北
海
道

陸
上
競
技
選
手
権
大
会
に
お
い
て
も
優

秀
な
成
績
を
お
さ
め
ら
れ
ま
し
た
。

加
藤

克
也
さ
ん

行
歳

第
日
回
全
道
高
校
新
人
陸
上
競
技
大

会
側

m
リ
レ

l
に
旭
川
大
学
高
校
チ
i

m

ム
の
一
員
と
し
て
出
場
し
、
優
勝
さ
れ

ま
し
た
。

正
町
1
丁
目

谷
口

智
則
さ
ん

同

歳

本

町

5
丁
目

第
日
回
全
道
高
校
新
人
陸
上
競
技
大

会
や
り
投
げ
で
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。

川
村

文
太
さ
ん

四
歳

第
臼
回
全
道
高
校
駅
伝
競
走
大
会
に

恵
庭
南
高
校
チ
l
ム
の

一
員
と
し
て
出

場
し
、
準
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。

大
町
2
丁
目

色

高
寿
さ
ん

げ
歳

第
初
回
全
国
高
等
学
校
ラ
グ
ビ
ー
選

手
権
北
海
道
予
選
会
に
富
良
野
高
校
チ

ー
ム
の
一
員
と
し
て
出
場
し
、
優
勝
さ

れ
ま
し
た
。

富
町
1
丁
目

田
浦

俊
文
さ
ん

市

歳

新

町

3
丁
目

第
別
回
全
国
高
等
学
校
ラ
グ
ビ
ー
選

手
権
北
海
道
予
選
会
に
富
良
野
高
校
チ

ー
ム
の
一
員
と
し
て
出
場
し
、
優
勝
さ

れ
ま
し
た
。

田
中

智
さ
ん

西
2
線
北
部
号

げ
歳

第
日
回
国
民
体
育
大
会
秋
季
大
会
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
少
年
男
子
北
海
道
予

選
に
富
良
野
高
校
チ
ー
ム
の
一
員
と
し

て
出
場
し
、
優
勝
。
第
お
回
全
日
本
高

等
学
校
男
子
Y
フ
ト
ボ

l
ル
選
手
権
大

会
に
出
場
さ
れ
ま
し
た
。

中
河

光
広
さ
ん

げ

歳

東

8
線
北
日
号

第
日
回
国
民
体
育
大
会
秋
季
大
会
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
少
年
男
子
北
海
道
予

選
に
富
良
野
高
校
チ
l
ム
の
一
員
と
し

て
出
場
し
、
優
勝
。
第
お
回
全
日
本
高

等
学
校
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大

会
に
出
場
さ
れ
ま
し
た
。

青
山

幸
充
さ
ん

市
歳

北
海
道
中
学
校
陸
上
競
技
大
会
3
、

o
o
o
mで
3
位
入
賞
。
北
海
道
ジ
ュ

ニ
ア
陸
上
競
技
大
会
B
ク
ラ
ス
(
中
3
)

3
、

o
o
o
mで
2
位
に
入
賞
さ
れ
ま

西
町

3
丁
目

し
た
。

原

徳
臣
さ
ん

市
歳

北
海
道
中
学
校
陸
上
競
技
大
会
走
り

高
跳
び
で

5
位
に
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

中
町
1
丁
目

太
田

達
也
さ
ん

刊
歳

北
海
道
中
学
校
陸
上
競
技
大
会
三
種

一競
技
A
で
5
位
に
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

中
町

1
丁
目

谷
口

沙
織
さ
ん

日
歳

北
海
道
中
学
校
陸
上
競
技
大
会
走
り

高
跳
び
‘で
5
位
に
入
賞
。
北
海
道
ジ
ュ

ニ
ア
陸
上
競
技
大
会
C
ク
ラ
ス
(
中
2
)

走
り
高
跳
び
で
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。

本
町

2
丁
目

回

上
富
良
野
中
学
校
陸
上
競
技
部

富
良
野
地
区
中
体
連
陸
上
競
技
大
会

同
種
目
優
勝
。
北
海
道
中
学
校
陸
上
競

技
大
会
3
、

o
o
o
m、
走
り
高
跳
び
、

三
種
競
技
で
入
賞
。
る
も
い
駅
伝
大
会

男
子
の
部
、
女
子
の
部
で
優
勝
さ
れ
ま

し
た
。

東
中
中
学
校
女
子
庭
球
部

富
良
野
地
区
中
体
連
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

大
会
団
体
戦
、
個
人
戦
で
ロ
年
間
連
続

し
て
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。



投
票
で
き
る
人

A
V
日
本
国
民
で
あ
る
こ
と

ぬ
〉
昭
和
田
年
日
月
幻
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

〈
〉
上
富
良
野
町
へ
(
届
出
日
が
)
平
成
ロ
年
8
月

初
日
ま
で
に
転
入
し
た
人

※
上
富
良
野
町
へ
(
届
出
日
が
)
平
成
ロ
年
8
月

幻
日
以
後
に
転
入
し
た
人
や
上
富
良
野
町

か
ら
転
出
す
る
日
が
平
成
ロ
年
日
月
お
日

ま
で
の
人
は
、
投
票
で
き
ま
せ
ん

0

0
次
の
欠
格
事
項
が
な
い
人

・
成
年
後
見
人
、
受
刑
中
及
び
仮
出
獄
中

の
人
、
選
挙
犯
罪
に
よ
り
刑
の
執
行
猶

予
中
及
び
選
挙
権
停
止
中
の
人

入
場
券
と
投
票
所
・
投
票
時
間

。
投
票
所
入
場
券
は
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
方
へ
、
世
帯
ご
と
に
町
選
挙

管
理
委
員
会
が
日
月
初
日
に
発
送
し
ま
す
。

到
着
後
、
あ
な
た
の
投
票
所
と
投
票
時
間

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
転
居
届
出
日
が
日
月
初
日
以
後
の
方
は
、

転
居
前
の
住
所
の
投
票
所
に
な
り
ま
す
。

φ
投
票
所
入
場
券
が
届
か
な
か
っ
た
と
き
は
、

町
選
挙
管
理
委
員
会
に
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

。
投
票
に
出
掛
け
る
と
き
は
、
投
票
所
入
場

券
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

日
周
節
目
岡
は
、

選
挙
公
報

〈
〉
地
元
選
挙
で
初
め
て
、
選
挙
公
報
を
発
行
し

ま
す
。
(
無
投
票
の
場
合
や
候
補
者
の
掲
載

申
し
出
が
な
い
場
合
は
、
発
行
し
ま
せ
ん
。
)

。
選
挙
公
報
は
、
日
月
幻
日
同
頃
ま
で
に
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
世
帯
ご
と
に
郵

送
予
定
で
す
。
ま
た
、
役
場
・
公
民
館
・

社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
窓
口
に
も
置
き

ま
す
の
で
、
必
要
に
応
じ
て
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

。
選
挙
公
報
に
は
、
候
補
者
の
氏
名
、
経
歴
、

政
見
、
写
真
な
ど
が
掲
載
さ
れ
ま
す
。

A
V
投
票
時
間
は
、
左
の
地
域
を
除
い
て
午
前

7
時

1
午
後
8
時
ま
で
で
す
の
で
、
あ
ら

か
じ
め
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
草
分
・
江
幌
・
静
修
・
江
花
・
旭
野
・

里
仁
・
日
新
・
清
富
地
区
の
第
3
i
9

投
票
所
の
地
域
は
、
午
前
7
時
i
午
後

句

6
時
ま
で
が
投
票
時
間
で
す
の
で
、
ぉ

、間
違
え
の
な
い
よ
う
に
投
票
し
て
く
だ

さ
い
。

A
V
も
し
、
投
票
所
入
場
券
を
紛
失
し
て
し
ま

っ
た
場
合
で
も
、
投
票
所
受
付
で
本
人
と

確
認
で
き
れ
ば
、
投
票
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

J 

--' 在
宅
投
票
制
度
の
不
在
者
投
票

。
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち
の
方
で

法
律
に
定
め
ら
れ
た
基
準
に
該
当
す
る
方

は
、
「
郵
便
投
票
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け

て
、
自
宅
で
不
在
者
投
票
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

φ
郵
便
投
票
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
い
方

は
、
上
富
良
野
町
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

。
郵
便
投
票
証
明
書
を
お
持
ち
の
方
は
、
有

効
期
限
を
確
認
の
上
、
郵
便
投
票
証
明
書

を
添
え
て
日
月
幻
日
附
ま
で
に
不
在
者
投

票
の
請
求
を
し
て
く
だ
さ
い
。

上
富
良
野
町
長
選
挙
の
投
裏
目
で
す
@

不
在
者
投
票

。
投
票
当
日
、
仕
事
、
冠
婚
葬
祭
、
買
い
物

な
ど
で
投
票
区
内
に
不
在
だ
っ
た
り
、
病

気
、
け
が
、
妊
娠
な
ど
で
歩
行
が
困
難
だ

っ
た
り
、
交
通
不
便
な
と
こ
ろ
に
滞
在
し

て
い
た
り
す
る
方
は
、
不
在
者
投
票
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

。
上
富
良
野
町
で
不
在
者
投
票
を
す
る
場
合

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

※
投
票
所
入
場
券
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

O
期
間
口
月
幻
白
川
W
1
1
月
お
自
国

0
時

間

午

前

8
時
加
分

1
午
後
8
時

O
場
所
上
富
良
野
町
役
場
1
階

相

談

室

※
立
候
補
者
が
1
人
の
場
合
は
、
日
月
幻
日
附

午
後
5
時
に
終
了
に
な
り
ま
す
。

A
V

「
病
院
」
や
「
施
設
」
に
入
院
・
入
所
中
の
方

は
、
都
道
府
県
選
挙
管
理
委
員
会
の
指
定

を
受
け
て
い
る
施
設
で
あ
れ
ば
、
そ
の
施

設
で
不
在
者
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
早
め
に
施
設
関
係
者
へ
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

。
長
期
出
張
な
ど
上
富
良
野
町
に
不
在
の
方

は
、
滞
在
先
選
管
で
投
票
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
、
日
月
幻
目
前
に

本
人
が
上
富
良
野
町
選
挙
管
理
委
員
会
へ

不
在
者
投
票
の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
お
早
め
に
手
続
き
く
だ
さ
い
。

不
在
者
投
票
な
ど
詳
し
く
は
、

上
富
良
野
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

宮
⑮
6
4
0
0

札、
自訴え，~Ø)純回



十

勝

岳

火

山

活

動

状

況

旭
川
地
方
気
象
台
の
定
期
火
山
現
地
観
測

(
9
月
四
日
j

m
日
)
に
よ
る

「
定
期
火
山
情
報
第
3
号
」
(
叩
月
2
日
付
)
の
発
表
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

震
動
観
測

臼
l
2火
口
の
北
西
U
M
の
H
点
で

観
測
し
た
昨
年
8
月
か
ら
今
年
9
月
ま

で
の
火
山
性
地
震
お
よ
び
火
山
性
微
動

の
月
別
回
数
は
表

1
の
と
お
り
で
す
。

火
山
性
地
震
は
少
な
い
状
態
で
経
過
し

て
お
り
、
火
山
性
微
動
は
今
年
1
月
以

来
観
測
し
て
い
ま
せ
ん
。

遠
望
観
測

位

1
2火
口
及
び
そ
の
他

の
火
口
で
噴
煙
に
変
化
は
見

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

1
9

7
0
年
以
降
の
臼

1
2火
口

に
お
け
る
噴
煙
の
高
さ
の
月

最
大
値
を
図
2
に
示
し
ま
す
。

1
9
8
8
S
1
9
8
9
年

の
噴
火
後
、
噴
煙
の
高
さ
は

徐
々
に
低
く
な
り
ま
し
た
が
、

1
9
9
5
年
頃
か
ら
や
や
高

い
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

1
9
9
8
年
日
月
以
降
、

夜
間
位
|

2
火
口
付
近
が
明

る
く
見
え
る
現
象
を
度
々
観

測
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
6

月
以
降
確
認
し
て
い
ま
せ
ん
。

回数基準:火山性地震最大振幅O.lOIJm以上の回数

火山性微動最大振幅O.08IJm以上の回数

表1

+勝岳周知1・高噴煙高度(m) 
唱 500

昭電メ二

令

2000 唱 998市 996'994 唱 9921 9 9 0 

図2 月別最高噴煙高度

1 978 1976 可 9741972 

唱 200

600 

300 

900 

fヘ

現
地
観
測

川
位
|

2
火
口

活
発
な
噴
気
活
動
が
続
き
、
火
口
内

に
は
多
数
の
噴
気
孔
が
あ
り
、
噴
気
に

は
強
い
刺
激
臭
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
噴

気
孔
の
最
高
温
度
は
、
観
測
以
来
最
も

高
い
印
度
で
、
高
混
の
状
態
を
維
持
し

て
い
ま
す
、
(
図
3

噴
気
器
躍
の
椛
移
)

8
月
1
日
の
現
地
観
測
で
認
め
ら
れ

た
火
口
底
の
小
規
模
な
熱
泥
水
噴
出
は
、

8
月
初
日
の
臨
時
調
査
及
び
今
回
の
観

測
で
は
、
悪
天
や
噴
煙
の
状
況
か
ら
確

認
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

間
臼

1
2火
口
周
辺
の
地
熱
域
(
図
4
)

前
十
勝
で
は
北
側
斜
面
に
引
き
続
き

537"C (9月19日.) 

518"C (9月10日) 518
0
C (6月23日)• • • 478

0
C (6月10日)

507"C(B月1日)

'・4事'c(10月13日) 477"C (8月19日)

456
0
C (9月29日)

• 423
0
C (8月5日)

414
0
C (6月24日)

同98'享 19拘隼 2凹O隼

。C
550 

500 

450 

弱
い
噴
気
が
認
め
ら
れ
た
ほ
か
、
今

冬
期
に
確
認
し
た
北
西
斜
面
に
も
弱

い
噴
気
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
地
中

温
度
の
最
高
は
位
度
で
し
た
。

そ
の
他
の
火
口
及
び
娠
子
沢
噴
気

孔
群
な
ど
で
は
、
変
化
は
認
め
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。

振
子
沢
噴
気
孔
群
の
地
中
温
度
は

1
9
9
8
年
頃
か
ら
上
昇
し
、
現
在

は
噴
火
前
の
レ
ベ
ル
に
戻
っ
て
い
ま

す
。
(
図

5
)

問
大
正
火
口

東
側
火
口
壁
上
部
に
は
数
ケ
所
の

や
や
活
発
な
噴
気
孔
が
あ
り
ま
す
。

噴
気
温
度
の
最
高
は
削
度
で
し
た
。

400 

10月

度温
む

4

孔
含

気

を

噴

タ
の
一

間
壁
デ

内
の

側

所
西
究

4

北
研

口
質

火

地
企
立

。
位
道

3
注

図

350 
4 

地中温度℃

1∞ 
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10 

o 
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t噴火

J与..;~亀 ~ -重量垂・・
司...  

• .. 
•• • 

• ' え

は

ル

考

て

岳

と

つ

勝

る

よ

+

い

に

前

て
件

『

れ

条

る

ま

象

通

含

気

を

。
が
の
辺

い

ス

ど

周

さ
ガ
な
・
口

下
山
い
す
火

て
火
弱
ま

4

・

し
な
に
り
臼
す

意
毒
風
あ
、
ま

注
有
は
が
で
い

分
、
ス
と
か
て

十
は
ガ
こ
な
つ

を
に
山
る
の
な

と
煙
火
す
ト
と

こ
噴
、
留
一
止

、

の
の
た
滞
ル
禁

伽

』

下

ど
ま
に
山
山

叩

一

以

な
・
地
登
登

-

、
口
す
低
の
は

一

は
火
ま
や
岳
』

一
項
者
毛
れ
地
勝
ト

一
事
山
m
u
ら
窪
十
一

一
意
登

0

0

0
」

注

図
4 

臼
l
2
火
口
周
辺
図

.700 

回

振子沢噴気孔群の地中温度図5



富良野税務署宮⑫21 44 

札幌国税局ホームページアドレス
http://www.sapporo.nta.go.jp 

私たちの生活に欠かせない税についてより深〈知っていただくため、

毎年11月11日.......17日迄の週間を「税を知る週間」と定め、「暮らしを支え

る税」をテーマに全国統一キャンベーンを実施しています。

ぜひ、この機会に、税について考えてみませんか?

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
年
末
調
整

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
給
与
に
つ

い
て
の
所
得
税
は
、
毎
月
の
給

料
や
ボ
ー
ナ
ス
か
ら
源
泉
徴
収

さ
れ
る
と
と
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所

得
税
の

P
年
間
の
合
計
額
は
、

1
年
間
の
給
与
総
額
に
対
し
て

納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
額
(
年

税
額
)
と
は
一
致
し
な
い
の
が

通
常
で
す
。

こ
防
理
由
色
し
て
は
、

①
結
婚
、
、
出
産
、
就
職
な
ど
の

た
め
年
の
途
中
で
扶
養
親
族
の

数
に
異
動
が
あ
っ
て
も
、
さ
か

の
ぼ
っ
て
各
月
の
源
泉
徴
収
額

を
修
正
し
な
い
こ
と
。

②
生
命
保
険
料
控
除
、
損
害
保

険
料
控
除
、
配
偶
者
特
別
控
除

な
ど
は
、
各
月
の
給
料
や
ボ
ー

ナ
ス
の
源
泉
徴
収
の
と
き
に
は

考
慮
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。

③
毎
月
の
給
料
や
ボ
ー
ナ
ス
に

適
用
さ
れ
る
「
給
与
所
得
の
額

が
変
わ
ら
な
い
も
の
と
し
て
作

成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
際
は

年
の
中
途
で
給
与
の
額
佐
変
動

が
あ
る
こ
と
。

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
そ
の
年
最
後
の

給
料
や
ボ
ー
ナ
ス
が
支
払
わ
れ

る
と
き
に
、
そ
の
年
そ
れ
ま
で

に
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
の
L

合
計
額
と
、
江
年
間
の
給
与
総

額
に
対
す
る
年
税
額
と
の
過
不

足
額
の
精
算
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
こ
の
精
算
の
手
続
き
は
通

常
年
末
に
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
「
年

末
調
整
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
年
末
調
整
に
よ
っ
て
、
所

得
税
を
納
め
す
ぎ
た
場
合
は
還

z

付
さ
れ
、
不
足
し
た
場
合
に
は

胃徴
収
さ
れ
ま
す
。

大
部
分
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、

年
末
調
整
に
よ
り
そ
の
年
の
納

税
を
完
了
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、
年
末
調
整
は
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
記
と
っ
て
確
定
申
告
に

代
わ
る
大
切
な
手
続
き
で
あ
る

と
い
え
ま
す
。

/六
ぶ
員

土
両
球
出
明

bF-ヨ
闘

を
相

と
ス
一

包

白

ビ

一

用
一
一
一

手
や

4
6

一介
護
保
険
制
度
が
開
始
さ
れ
て

半
年
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん

も
「
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
と
い

う
言
葉
を
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

松田ケアマネージャー
上富良野ケアプラン相餓セン;-84日制

で
は
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

と
は
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
?

私
た
ち
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
は
介
護
を
必
要
と
す
る
人

が
住
み
慣
れ
た
家
で
安
心
し

て
在
宅
生
活
を
送
れ
る
様
に

本
人
と
家
族
の
意
向
を
聞
き

な
が
ら
、
一
緒
に
解
決
策
を

考
え
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
組

み
入
れ
な
が
ら
計
画
を
立
て
、

支
援
し
て
い
く
こ
と
を
仕
事

と
し
て
い
ま
す
。

Aさんlet、70歳代女性、夫と2人暮らし。糖原病があり、伺度

か脳硬塞を繰り返し半身が不自由になり寝たり起きたりの車椅子

生活になってレまいました。1人では通院することもできず、そ

れどころか家事、トイレ、入浴など全てにおいて夫の力を借りな

くてはなりません。夫はI~\臓病ちあり毎日の介護、家事などで疲

労が重なり、このままでは在宅生活を続けることは無理かもレれ

ないという相談を受けました。

そこで①デイサービスを週1回利用することでAさんには人と

の交流を楽しんでもらい、車椅子のまま入浴も受けることができ、

夫はその閤L自分の時間がとれる様になりまレた。

②訪問介護を毎日利用することで、病状に合わせた食事を作って

もらい、トイレの介朗ちしてもらえる撮になりました。

③訪問看護と訪問リハビリを週1回利用することで、病状観察・

リハビリが自宅でも継続できるようになりました。

この様に、 Aさんは介護保険サービスを利用することにより困

難と思われていた在宅生活が可能となり、現在ち夫婦2人で暮ら

しています。

回

高齢になっても夫婦で暮らしていく

保全:~QÞ持句r~l
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蜘

同

一

mhrp

ゴ

昼
間
の
お
の
つ
は
と
れ
た
め
で
す
が
、
ま
だ
、
夜
間
の
お
む
つ
が
と
れ
ま

V

せ
ん
。
夜
起
亡
す
と
失
敗
し
な
い
の
で
す
が
、
ね
ぼ
け
て
い
て
起
こ
す
の

品川

ち
大
変
で
す
判
夜
の
お
む
つ
は
ど
う
や
っ
て
と
る
と
よ
い
の
で
す
か
』

(
3歳
3
か
月
の
子
の
母
)

「
ふ
と
ん
を
ぬ
ら
さ
れ
る
の
は
い
や
。
い
つ
ま
で
お
む
つ
(
紙
パ
ン
ツ
)
を
買

う
の
か
・
・
」
な
ど
3
歳
を
過
ぎ
て
く
る
と
「
夜
の
お
む
つ
は
ず
し
」
が
気
に
な

っ
て
く
る
お
母
さ
ん
も
多
い
よ
う
で
す
ね
。
で
は
、
子
ど
ち
の
発
育
か
ら
み
て
、

夜
閣
の
お
む
つ
は
い
つ
頃
と
れ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

¥¥  夜おしつこ 毎晩夜尿の | 

出ない子 あ る 子

2歳 50% 14% 

3歳 65% 6% 

4 歳 75% 3% 

5歳 80% 2.6% 

夜
お
む
コ
を
乙
る
時
期

先
月
号
の
お
話
の
よ
う
に
昼
間

の
お
む
つ
が
と
れ
、
パ
ン
ツ
(
紙

以
外
)
に
替
わ
っ
た
(
勝
脱
に
尿

が

一
定
量
た
め
ら
れ
、
少
し
が
ま

ん
で
き
る
よ
う
に
な
る
)
後
に
な

り
ま
す
。
あ
る
町
の
調
査
で
は
、

3
歳
こ
ろ
に
な
る
と
、
%
の
子
は

夜
お
し
つ
こ
が
で
な
く
な
り
、
毎

晩
夜
尿
の
率
も

6
%と
少
な
く
な

る
よ
う
で
す
。
(
表
1
)

表1

(図 1) 生活リズムとおしつこのつくられ方

夜のおむつを
うまくはずし芝い!

替り
す

切
で

に
期

F

h

ツ
時

，

、ノス
M

み

パ
と

〉
て
を

‘，v
・
れ
っ

か
と
れ
も

育
吋
M

G

発
中
ぽ

の
M
M

体
沖
円

安
t
J
4

夜
の
お
し
コ
こ
の
コ
〈
ら
れ
か
厄

お
し
つ
こ
の
量
を
決
め
る
の
は
、
抗
利
尿
ホ
ル
モ
ン
(
尿

の
量
を
抑
え
る
ホ
ル
モ
ン
。
以
下
ホ
ル
モ
ン
と
略
)
が
、
大

切
な
働
き
を
し
ま
す
。
こ
の
ホ
ル
モ
ン
の
量
は
、
生
活
リ
ズ

ム
と
密
接
に
関
係
し
て
い
ま
す
。
(
図
1
)

6
か
月
か
ら
ロ
か
月
こ
ろ
、
睡
眠
が
ま
と
ま
り
を
持
ち
は
じ

め
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
と
、
ホ
ル
モ
ン
が
で
て
く
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
生
活
リ
ズ
ム
が
完
成
し
て
く
る
3
歳
i

4
歳
こ
ろ
に
は
さ
ら
に
発
達
し
、
夜
に
ま
と
め
て
寝
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
が
よ
く
な
り
、

夜
の
お
し
つ
こ
が
作
ら
れ
な
い
体
が
で
き
て
き
ま
す
。

5
歳
こ
ろ
を
過
ぎ
る
と
、
大
人
と
同
じ
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
す
。
早
寝
を
し
て
夜
ぐ
っ
す
り
寝
て
い
る
と
き
に
は
、
ホ

ル
モ
ン
の
働
き
が
活
発
に
な
り
、
腎
臓
は
尿
を
少
し
し
か
作

ら
ず
、
朝
ま
で
勝
脱
か
ら
あ
ふ
れ
る
こ
と
が
な
く
な
り
ま
す
。

夜
の
排
尿
の
自
立
に
と
っ
て
、
ホ
ル

モ
ン
の
働
き
を
左
右

す
る
深
い
眠
り
の
条
件
(
早
寝
早
起
き
朝
6
時
|
夜
8
時
の

リ
ズ
ム
、
日
中
体
を
使
っ
た
心
地
よ
い
遊
び
)
を
整
え
る
こ

と
が
大
切
に
な
っ
て
く
る
よ
う
で
す
ね
。

ふとんをぬらさない
目安年齢は3才

工夫はまだまだ必要。

ム寝て問…だ抗手IJ尿、 するタイプ ホルモンの分泌
夜のおしつこ¥ 一晩に2回以上) はよ くない

の仕方/-*朝方おしつこホノレモンの分泌が
するタイプ 大分よくなった。3オは精神的発達もすすんできた時期、

子どもの心理を考え『夜おむつをあてて

赤ちゃん扱いすること』はやめましょう

大夜のおしつこをへらすには
1 .安定したホルモン分泌の子になるよ

うに規則正しいリズムにする。

(リズムをつくる脳とホルモンを分泌

する脳が関連している)

2.夕食は眠る 2時間前までにすませる。

(食後はおしっこをつくる働きがさかん)

3.塩分のとり方をへらす。
(味付けが濃いと水をたくさん飲む)

4.夜は途中で起こさない。

(目ざめるとホルモン量が減る)

5.腸脱を正常な大きさに育てる。
(満タ ンに尿を貯めて出すこと …昼間

こまめにおしっこにさそわないこと)

図



直毅さん・ゆかりさんの子(中町3丁目〉

テレビ番組の影響力、、台所にきて

お手伝いをしたがります。卵を劃つ

だり、何かを混ぜ合わせたり、ちょっ

とハラハラしますが、本人は満足顔

でやっています。

母子関係

受{寸時間個別案内

会 場社会教育総合センター

砂4か月児童健康診査

11月21日(火) 平成12年7月生まれの子

12月19日(火) 平成12年8月生まれの子

砂7か月児乳児相談

11月21日(火) 平成12年4月生まれの子

12月19回収) 平成12年5月生まれの子

よ
し
だ

吉
田

あ
お
い

お

葵
ち
ゃ
ん
探

わが家みィド/乙
さ

さ

き

ゅ

う

す

け

佐
々
木
勇
輔
くん

ひ
か
り
ち
ゃ
ん

(8か月)

敏さん・喜美恵さんの子〈新町4丁目〉

2人ともいつも休むことなく動き回っ

ています。好きなテレビをみているとき

と寝ているときだけが静かな時間です。

明るく元気に育って欲レいです。

(4歳)

と

ベ
戸
部

た

か

あ

さ

む

孝
明
く
ん
銀

一成さん・由紀子さんの子(泉町3丁目)

流しで水遊びをするのが好きみた

いです。油断していると服ち床もぺ

ちゃぺちゃに・・・なんてことちょくあ

ります。元気のある子になってほし

いです。

老人保健関係

砂リハビリ教室

日時 11月22日(柄、 12月7日(水)

9:30~11 :30 

会 場社会教育総合センター

骨組しょう症検診関係

体を支える骨の健康度をチェックしてみませんか。

横査項目は、主塾長体重測定、血液横査、×線撮影

です。

検診 日 11月、12月の毎週月・ 木曜日〈祝日を除く〉

受{寸時間 13 : 00~1 3:30 

定員 1日10名

対 象 30歳以上

会 揚 町 立 病 院

検診料 1，000目 70歳以上(昭和6年4月 1日以

前生まれ〉の方は無料です。

申込 み保健福祉課保健予防係CTEL45-6987)
にお申し込みください。

砂10か月兜乳児相談

11月21日(火) 平成12年 1月生まれの子

12月19日(火) 平成12年2月生まれの

砂1歳6か月兜健康診査

11月21日(火) 平成11年5月生まれの子

12月19日(火) 平成11年6月生まれの子

砂3歳児健康診査

12月12日(火) 平成9年10月~1 1 月生まれの子

砂口腔検診(フッ化物塗布〉

11月15日(水)、 16日(木)、 17日(盆)

惨すくすく教室(育児離乳食教室〉
心

E I君草分防災センター

11月29日(水)

成人一般関係

砂減塩クッキング教室

，--¥ 

※いつでも『健康セミナ-Bを行います。

お友達などと、健康について知りたいと希望され

る方、保健婦・栄養士が伺いますので詳しくは保健

指導係にお問い合わせください。

時 11月14日(火)、12月13日(水ト

£ 

日

-c>-
Z三

10:00~13 : 00 

揚公民館

、 ぷ

白"!，均九岡、‘

‘A ・;;'(doY.刊偽九

'私

司馬

~-.."，，:::\骨~-;， 

健 康

いん/5¥おめいしょん
(information :情報〕

申込み・問合せ

回

事

骨 什

保健福祉課宮⑮-6987へ



楽
し
い
ひ
と
と
き
で
し
た

叩
月
日
目
、
上
富
良
野
駐
屯
地
曹

友
会
と
音
楽
隊
の
皆
さ
ん
が
、
ラ
ベ

ン
ダ
ー
ハ
イ
ツ
を
訪
問
し
、
演
奏
会

や
簡
単
な
ゲ
l
ム
、
手
品
な
ど
を
し

て
入
所
者
と
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
ま
し
た
。

音
楽
隊
の
演
奏
は
民
謡
か
ら
始
ま

り
、
ヒ
ッ
ト
曲
の
「
孫
」
を
音
楽
隊

の
方
が
歌
を
付
け
て
披
露
し
た
り
、

そ
の
ほ
か
に
も
耳
に
な
じ
み
の
あ
る

曲
が
何
曲
も
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
に
は
、
旗
あ
げ
ゲ
l
ム

な
ど
の
簡
単
な
ゲ
l
ム
を
入
所
者
と

一
緒
に
や
っ
て
い
ま
し
た
。

最
初
の
う
ち
は
「
恥
ず
か
し
い
か

ら
、
い
や
だ
よ
」
と
言
っ
て
い
た
入

所
者
も

「赤
あ
げ
て
っ
、
白
あ
げ
て

つ」

と
い
わ
れ
る
と
そ
の
声
に
あ
わ

せ
て
す
ば
や
く
反
応
し
て
い
ま
し
た
。

な
く
そ
う
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て

叩
月
四
日
、
上
川
南
部
消
防
事
務

組
合
の
救
助
隊
員
が
、
体
力
の
練
成

と
火
災
予
防
の

P
R
を
兼
ね
て
、
「
火

の
用
心
」
と
書
か
れ
た
の
ぼ
り
を
手

に
、
国
道
上
富
良
野
1
中
富
良
野
間

約
7
M
の
ゴ
ミ
拾
い
を
行
な
い
ま
し
た
。

今
年
で
2
回
目
と
な
る
こ
の
ゴ
ミ

拾
い
は
、
道
路
脇
に
捨
て
ら
れ
た
ゴ

ミ
を
、
カ
ン
、
ピ
ン
、
不
燃
ゴ
ミ
、

一
般
ゴ
ミ
の

4
種
類
に
分
別
し
な
が

ら
約
3
時
間
か
け
て
ゴ
ミ
を
拾
い
歩

き
ま
し
た
。
コ
ン
ビ
ニ
弁
当
の
食
べ

/一¥

ゲ
ー
ム
の
終
わ
る
こ
ろ
に
は
と
て

も
楽
し
そ
う
な
笑
顔
を
み
せ
て
く
れ

て
い
ま
し
た
。

タ
バ
コ
の
吸
い
が
ら
が
非
常

に
多
く
捨
て
ら
れ
て
い
て
、
何
故
か

ピ
l
ル
の
空
き
缶
も
落
ち
て
い
ま
し

た
。
集
め
ら
れ
た
ゴ
ミ
は
、
昨
年
よ

り
少
な
く
な

っ
て
は
い
る
も
の
の
ゴ

ミ
袋
お
袋
に
も
な
り
ま
し
た
。

「
ポ
イ
捨
て
は
や
め
て
、
ゴ
ミ
は

持
ち
帰
る
」
と
い
う
習
慣
を
身
に
つ

け
た
い
も
の
で
す
。

が
ら
、]口口口口口口口

あるき

み
ご
と
な
チ
l
A
ワ
ー
ク
で

島
津
老
人
会
の
皆
さ
ん
が
、
毎
年

島
津
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
花
壇
に

花
を
植
え
、
基
線
道
路
を
通
る
地
元

住
民
や
観
光
客
な
ど
の
目
を
楽
し
ま

せ
て
い
ま
す
。
今
年
も
老
人
ク
ラ
ブ

の
花
壇

コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
島
津
老

人
会
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
て
い
ま

す
。
今
年
は
雨
が
多
く
、
比
較
的
花

の
成
育
が
良
か
っ
た
の
で
、
見
事
な

花
壇
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

こ
の
花
壇
を
、
道
民
に
広
く
花
を

愛
す
る
心
を
育
て
、
環
境
を
美
し
く

す
る
運
動
の
取
り
組
み
と
し
て
行
わ

れ
て
い
る
「
第
お
回
北
海
道
花
い
っ

ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
応
募
し
た
と

こ
ろ
、
み
ご
と
職
場
・
地
域
の
部
の

最
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

島
津
老
人
会
の
花
壇
は
、
こ
の
あ

と
全
国
審
査
会
に
送
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
、
日
月
日
日
、
こ
の
コ
ン
ク
ー

ル
協
賛
の
毎
日
新
聞
社
北
海
道
支
社

が
来
町
し
、
島
津
老
人
会
の
皆
さ
ん

に
花
壇
を
作
る
ま
で
の
こ
と
、
苦
労

話
し
な
ど
取
材
さ
れ
ま
し
た
。
島
津

老
人
会
は
、
種
か
ら
苗
を
育
て
て
お

り
、
本
格
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
姿

勢
や
役
割
分
担
を
き
っ
ち
り
と
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
よ
く
、
み
ん
な
が
楽
し
ん

で
花
壇
を
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
と

て
も
感
心
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
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脳
寧
中
、
ゼ
ロ
作
戦
中

町
で
は
、
脳
卒
中
ゼ
ロ
作
戦
の
取

り
組
み
と
し
て
、
新
寝
た
き
り
予
防

事
業
を
平
成
日
年
か
ら
6
か
年
計
画

で
実
施
し
て
お
り
、
長
野
県
松
川
町

の
元
保
健
婦
で
飯
田
女
子
短
大
非
常

勤
講
師
と
各
自
治
体
の
保
健
婦
指
導

を
さ
れ
て
い
る
熊
谷
先
生
を
招
い
て
、

5
月
、
叩
月
、

2
月
の
年
3
回
、
脳

卒
中
を
予
防
す
る
た
め
の
取
り
組
み

を
作
戦
中
で
す
。

叩
月
4
日
か
ら
7
日
ま
で
の

4
日

間
、
役
場
1
階
相
談
室
で
行
な
わ
れ

た
2
回
目
の
今
回
は
、
ま
ず
、

5
月

か
ら
叩
月
ま
で
の
住
民
検
診
や
説
明

会
を
行
っ
て
き
た
状
況
な
ど
か
ら
始

一
ま
り
、
①
心
臓
の
学
習
、
②
一
過
性

脳
虚
血
発
作
の
学
習
、
③
食
の
学
習

な
ど
を
主
に
学
習
し
ま
し
た
。

保
健
婦
の
岡
崎
補
佐
は

「凶
年
以

上
肥
満
に
高
血
圧
、
高
血
糖
、
高
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
高
中
性
脂
肪
な
ど

が
重
な
る
と
脳
卒
中
や
心
疾
患
が
起

き
や
す
く
、
ま
た
、
一
過
性
脳
虚
血

発
作
(
脳
卒
中
の
前
ぶ
れ
)
の
う
ち

に
受
診
し
治
療
す
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
本
格
的
な
脳
卒
中
に
な
ら
ず
に

す
む
の
で
、
地
域
で
の
学
習
会
を
実

施
す
る
な
ど
予
防
へ
の
理
解
を
深
め

る
取
り
組
み
と
、
健
康
・
健
診
と
生

活
が
結
び
つ
く
よ
う
な
訪
問
を
し
て

い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

一
過
性
脳
虚
血
発
作
の
主
な
症
状

①
片
方
の
手
足
が
動
か
し
に
く
い
。

②
立
ち
上
が
ろ
う
と
す
る
と
よ
ろ
け

る
。
ふ
ら
ふ
ら
す
る
。

③
片
方
の
目
が
見
え
な
く
な
る
。

④
片
方
の
手
足
が
同
時
に
し
び
れ
る
【

⑤
言
葉
が
で
な
い
。

一
過
性
脳
虚
血
発
作
の
症
状
は
、

脳
硬
塞
の
症
状
と
同
じ
で
す
。
こ
れ

ら
の
症
状
が
一
時
的
に
で
も
現
れ
た

と
き
は
、
必
ず
専
門
医
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

羽毛え号

見て
口口口口口口口[

m月
8
日
、
島
津
公
園
パ
l
ク
ゴ

ル
フ
場
で
住
民
会
対
抗
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
大
会
が
行
な
わ
れ
訂
チ
l
ム
閑
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
あ
い
に
く
の
曇
り
空
、

小
雨
の
ば
ら
つ
く
な
か
で
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
が
、
参
加
し
た
方
は
そ

の
雨
の
具
合
も
計
算
に
入
れ
て
プ
レ

イ
し
て
い
ま
し
た
。
競
技
中
は
「
ナ

イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
」
の
声
や

「あ
l
、

も
う
ち
ょ
っ
と
だ
っ
た
」
の
声
が
聞

こ
え
て
き
た
ほ
か
、

「あ
ら
っ
、
な
ん

だ
。
失
敗
、
失
敗
」
と
い
っ
た
声
も

聞
こ
え
て
き
て
、
実
力
を
発
揮
で
き

た
人
、
ま
た
、
そ
う
で
な
か
っ
た
人

も
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
に
楽
し
ん
で
い

た
よ
う
で
す
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

団
体
戦
優
勝
旭
住
民
会
B
チ
l
ム

準
優
勝
本
町
住
民
会
A
チ
l
ム

位
旭
住
民
会
A
チ
l
ム

3 

オ
ツ
ノ
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト

太
い
も
の
か
ら
細
い
も
の
ま
で

今
年
度
、
農
と
食
か
み
ふ
ら
の
フ
ェ

ア
で
地
場
農
産
物
に
触
れ
親
し
む
機

会
と
し
て
、
各
種
体
験
事
業
が
開
催
さ

れ
る
な
か
、
日
月
初
日
に
、
日
名
が
参

加
し
て
「
そ
ば
打
ち
体
験
」
が
公
民
館

調
理
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
ば
の
特
性
や
粉
の
種
類
、
打
ち
方
、

出
し
汁
の
取
り
方
等
の
説
明
を
受
け

た
後
、

4
班
に
別
れ
て
そ
ば
粉
を
練
る

作
業
を
行
い
ま
し
た
。
そ
ば
粉
は
、
今

年
地
元
で
栽
培
さ
れ
た
も
の
で
品
種

は
「北
わ
せ
」、

こ
れ
に
道
産
の
小
麦
粉

を
混
ぜ
、
通
常
「
2
・8
そ
ば
」と
呼
ば

れ
る
も
の
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
講
師

の
田
中
さ
ん
は
、
「
公
民
館
講
座
」
で
そ

ば
打
ち
を
体
験
し
て
以
来
、
そ
ば
に
魅

せ
ら
れ
、
そ
ば
の
栽
培
か
ら
そ
ば
つ
ゆ

ま
で
試
行
錯
誤
し
て
自
分
の
そ
ば
を

極
め
た
そ
ば
打
ち
歴
7
年
の
方
で
す
。

参
加
者
は
、
練
り
、
伸
ば
し
、
切
り
と

初
め
て
の
作
業
に
戸
惑
い
な
が
ら
も

そ
ば
の
香
り
と
粘
り
に
感
激
し
て
い

ま
し
た
。
最
後
に
ゆ
で
あ
げ
、
太
い
も

の
か
ら
細
い
も
の
ま
で
、
参
加
者
の
思

い
が
詰
ま
っ
た
、
「
コ
シ
の
あ
る
そ
ば
」

の
味
を
食
し
ま
し
た
。

自暴21a参事回
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月
おしらせ

照
会
は
基
礎
年
金
番
号
で

国

民

年

金

平
成
9
年
1
月
よ
り
、
国
民
年
金
・

厚
生
年
金
保
険
な
ど
の
公
的
年
金
制

度
で
共
通
し
て
使
用
す
る
一
人
1
番

号
の
「
基
礎
年
金
番
号
」
が
導
入
さ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
公
的
年
金
に
加
入

し
て
い
た
期
間
す
べ
て
が
こ
の
番
号

で
管
理
さ
れ
る
た
め
、
年
金
相
談
や

年
金
の
裁
定
が
迅
速
、
確
実
に
行
わ

れ
る
ほ
か
、
退
職
や
転
職
に
よ
る
届

け
出
も
れ
を
お
知
ら
せ
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
平
成
9
年
1
月
以
前
か
ら

年
金
制
度
に
加
入
し
て
い
た
方
に
は
、

「
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
」
が
送
付

さ
れ
て
い
ま
す
。

基
礎
年
金
番
号
は
、
加
入
す
る
年

金
制
度
が
変
わ
っ
て
も
一
生
を
通
じ

て
1
つ
の
番
号
を
使
用
し
ま
す
の
で

年
金
手
帳
や
基
礎
年
金
番
号
通
知
書

は
大
切
に
保
管
し
、
併
せ
て
年
金
の

各
種
手
続
き
、
照
会
に
は
必
ず
こ
の 11月

19日・東中小学校開校百年記怠式

24日・いしずえ大学学習日

30日・映画鑑賞会

12月

3日・少年サッカー教室

7日・女性学級学習日

番
号
を
使
用
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す。(
町
民
生
活
課
住
民
年
金
係

宮
⑮
6
9
8
5
)

お
忘
れ
な
く

免
許
更
新
時
講
習

優
良
講
習
(
泊
分
)

v
u月
初
日
何
日
時

1

消
防
2
階
大
会
議
室

v
u月
M
日

凶

日

時

1

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

vロ
月
5
日

例

日

時

1

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

V
U
月
日
日
同
国
時

i

中
富
良
野
町
公
民
館

V
U
月
日
日
同
四

日

時
1

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

一
般
講
習

(
2
時
間
)

V
H
月
M
日
凶
聞
は
時

1

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

vロ
月
5
白
川
W

U
時

S

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

※
ど
ち
ら
の
講
習
も
受
け
る
前
に
、

/ー¥

警
察
署
で
免
許
更
新
手
続
き
を
行
っ

て
い
な
い
場
合
は
、
講
習
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

(
富
良
野
地
方
交
通
安
全
協
会
)

司‘

お
忘
れ
な
く
ν

e

排
水
設
備
工
事
責
任

技
術
者
資
格
登
録
更
新

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
資
格

の
有
効
期
間
は
4
年
間
で
、
資
格
登

録
は
4
年
間
ご
と
に
資
格
登
録
更
新

の
手
続
き
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

更
新
対
象
者
に
は
、
資
格
登
録
更

新
実
施
案
内
お
よ
び
申
込
書
等
を
後

日
郵
送
し
ま
す
の
で
、
期
間
中
に
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

対
象
更
新
者

平
成
8
年
度
に
当
該

試
験
に
合
格
、
ま
た
は
切
替
講
習

を
受
け
た
方
で
、
平
成
9
年
4
月

1
日
に
登
録
を
行
っ
た
方

受
付
期
間
平
成
日
年
1
月
日
日

i

M
日
(
土
・
日
曜
日
は
除
く
)

更
新
方
法
手
続
き
終
了
後
、
更
新

用
テ
キ
ス
ト
を
配
布
し
ま
す
。

手
数
料
更
新
手
数
料

3
、0
0
0円

(
テ
キ
ス
ト
代
含
む
)

資
格
認
定
証
交
付
手
数
料

2
、
5
0
0
円

上
下
水
道
課
下
水
道
係

問
合
せ

宮
⑮
6
9
8
2

ご
応
募
く
だ
さ
い

北
海
道
遺
産
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

「あ
な
た
が
考
え
る
北
海
道
遺
産
」

へ
の
思
い
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
活
用
の

ア
イ
デ
ィ
ア
な
ど
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

ご
応
募
い
た
だ
い
た
も
の
を
も
と
に
、

平
成
日
年
度
に
道
民
の
皆
様
の
参
加

を
い
た
だ
き
な
が
ら
北
海
道
遺
産
を

選
定
し
ま
す
。

応
募
期
間
ロ
月
お
日
同
ま
で

応
募
方
法
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

あ
な
た
が
考
え
る
「
北
海
道
遺
産
」

・
所
在
地
、
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
、
活
用
の
方
法
な
ど
詳
し
く

記
入
し
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
合
せ
先
一
T
0
6
0
l
8
5
8
8

札
幌
市
中
央
区
北
3
条
西
6
丁
目

〆ヘ

北
海
道
総
合
企
画
部
地
域
振
興
室

地
域
政
策
課

E
o
l
-
-
2
3

1
1
4
1
1
1
 

考
え
よ
う
あ
な
た
の
人
権
わ
た
し
の
人
権

人

権

週

間

ロ
月
凶
日
は
「
人
権
デ
l
」
で
す
。

人
権
は
す
べ
て
の
人
に
保
障
さ
れ
て

い
る
も
の
で
す
か
ら
、
お
互
い
に
相

手
の
人
権
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
他
人
の
人
権
に

つ
い
て
、
十
分
気
を
つ
け
る
と
と
も

に
、
自
分
の
人
権
が
侵
さ
れ
な
い
よ

う
に
守
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

人
権
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
と
き
は
・
•• 

旭
川
地
方
法
務
局
内
「
人
権
一
一

O

番
」
宮

0
1
6
6
1
5
3
1
7
8
3

8
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
こ
の
週
間
に
あ
わ
せ
て
「
特

設
人
権
心
配
ご
と
相
談
所
」
を
次
の

と
お
り
開
設
し
ま
す
。

日

時

ロ

月

8
日

幽

叩

時

1
日
時

場
所
富
良
野
市
役
所
大
会
議
室

回



ペ
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置謹軍軍置盟-彊置量軍軍・・・

定

員

印

名

講
師
コ
ン
サ
ド
!
レ
札
幌

側
北
海
道
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

申
込
み
・
問
合
せ
社
会
教
育
総
合

セ
ン
タ
ー
宮
⑮
5
5
1
1

閉
会
せ
先
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ

宮
⑮
5
5
1
1

映
画
を
楽
し
も
う

回親子演劇鑑賞

「やまんぱのにしきJ劇団さっぽろ

日時 11月22日(水)10時30分~

揚所公民館大ホール

対象 4"-'6歳くらいまでの

お子さんと保護者

申込み社会教育総合センタ

ーで整理券を発行します。

-パフファミリー
親子コンサート

日時 11月16日(柄 10時30分 ~

揚所公民館大ホール

対象 3歳くらいまでのお子

さんと保護者

申込み社会教育総合センタ

ーで整理券を発行します。

映
画
鑑
賞
会

v
n月
の
映
画

「
嵐
を
呼
ぶ
男
」

日
時
日
月
初
日
同
四
時

1

場
所
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

2
階
視
聴
覚
室

鑑

賞

料

無

料

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

親

子

教

室

V
保
健
婦
さ
ん
の
お
話

「

1
5
2
歳
児
の
育
ち
を
見
み
よ
う
」

日
時
日
月
初
日
冊
目
時

1

場
所
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

申
込
み
・
問
合
せ
社
会
教
育
総
合

セ
ン
タ
ー
宮
⑮
5
5
1
1

4
F
し
舟
忽
が
・
り
倖
庫
づ
〈
り
を

歩
月
の
タ

健
診
や
血
液
検
査
で
コ
レ
ス

、

テ
ロ

l
ル
の
値
や
中
性
脂
肪
・

体
脂
肪
率
が
高
く
、
改
善
が
必

要
と
思
っ
て
い
る
方

γま
た
、

日
ご
ろ
ひ
と
り
で
は
な
去
か

体
を
動
か
せ
な
い
と
い
う
方
、

生
活
習
慣
病
の
予
防
、
健
康
づ

く
り
の
た
め
に
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

v

詳
し
く
は
、
保
健
福
祉
課
保

健
指
導
係
官
⑮
6
9
8
7
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

自
由
に
参
加
で
き
ま
す

子
育
て
ひ
ろ
ば

どちらも、申込み・問

い合わせは、社会教育総

合センタ一宮⑮5511へ

-膝の障害予防
日時 12月18日(月)

19時"-'20時30分
場所 社会教育総合センター

対象一般町民

参加料無料

畠学んでみま世んか

いきいきかみふらの塾

-肩こり・五十肩
日時 12月4日(月)

19時"-'20時30分
場所 社会教育総合センター

対 象一般町民

参加料無料

小
さ
い
お
子
さ
ん
と
お
母
さ
ん
の

遊
び
の
ひ
ろ
ば
で
す
。
自
由
に
参
加

で
き
ま
す
の
で
ぜ
ひ
来
て
み
て
く
だ

さ
い
。

日
時

み
ん
な
集
ま
れ
!

少
年
サ
ッ
カ
ー
教
室

ロ
月
3
日

制

は

時

s日
時

社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
ア

リ
ー
ナ小

学
生

場日
所時

日
月
お
日
同

ロ
月
日
日
開

社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

O
寺
1

唱

E
A
n
H
H

対
象

場
所

公民館図書室の臨時休館のお知らせ
蔵書点検のため11月23日から30日

まで休館します。休館中の本の返却

はブックポストをご利用ください。

10月の町内交通事故
発生状況

( )は前年比

人皇事故発生件数 6 (+0) 
死者 o (ー2)
傷 、 者 5 (ー19)
物損件数 29 (ー12)
「スピードダウン」と『シートベルトJ

2つのSで安全運転

子ぎつねへレンがのこしたもの
(竹田津実〉

すみつこのおばけ (武田 美穂)

忍疋ま乱太郎めいたんていきり丸Pの段
(尼子騒兵衛〉

こ15¥たシンテ、レラ (末吉暁子〉

緊急入院 1ズッコケ病院大事件

(那須 正幹)

わたしのママは魔女 一日だけ魔女

にならせて!! (藤真知子)

ぴょこたんとあそぼう!いちばんや

さしいてじな(成美堂出版編集部〉

ちびまる子ちゃんの学級日誌dト③
(さくらもちこ)

クレリア

(マイケル・グレイ二工ツ〉

クレヨンしんちゃAρコ毘虫おちしろ
ブック (清水・ 潔)

市つ方つ

陰陽師鳳恩ノ巷

クレイジー

(ペンヤミン・レーベルト)
愛人 (藤沢 周)

妻からの三くだり半
(新潟日報社編)

イレズミ紋師とツッパリ少年達

(金沢泰裕)

小悩みさん (小林光恵〉

家田荘子のアリとキリギリス

(家田 荘子)
乳刀、ン全摘手術 (伊藤敏子)

烈風 (ディック・フランシス〉

世にも妖し<恐ろしい雨月物語

(峰原うらら〉

(夢祝 摸〉

新刊図書案内

自手都a句句，~lt

兜童書

一般書

固

公
共
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
第

3
期
の
納
期
は
刊
月
初
日
で
す
。



お
知
ら
世

宮⑮4097

クリスマスパーティー

日時 12月25日(月) 13時30分~

対象・定員小学生 70名
参加費 300円(申し込み時に持

って来てください)

申込み 12月11日(月)r-v定員にな

り次第締め切ります。

表向童館72d¥L)受
講
生
募
集

住

民

講

座

V
パ
ソ
コ
ン
文
字
入
力
練
習
コ

l
ス

日

時

ロ

月

4
日
側
、

7
側、

日
日
側
、
比
日
同
日
時
初
分
1

定

員

叩

名

受
講
料

5
、
0
0
0
円

V
エ
ク
セ
ル
入
門
コ

l
ス

日

時

ロ

月

1
日
幽
、

8
日
樹
、
日
日
同

6
名ウ

s

6
日
側
、

同
時
泊
分

1

定
員

受
講
料

V
陶
芸
教
室

陶
芸
窯
(
野
原
寿
夫
先
生
)
で
実

施
し
ま
す
。

日

時

ロ

月

4
日
側
、

5
白川内、

お
日
同
昼
の
コ

l
ス

叩

時

1

ロ
時
夜
の
コ

i
ス

四

時
5
幻
時

定
員

8
名

0
0
0
円

大掃除会

日時 12月29日(金) 13時~

苅象・定員小学生 30名
持ち物タオル

百~~童館72 ð\ L) 宮⑮6346

スポーツ教室

日時 11月18日(土)
対象来館者全員

持ち物運動しやすい服装・よ

靴等

受
講
料

2
、
8
0
0
円

申
込
み
、
問
合
せ

富
良
野
地
域
人

材
開
発
セ
ン
タ
ー
宮
⑫
2
6
1
9

日
月
は

建
設
雇
用
改
善
推
進
月
間

労
働
省
は
、
建
設
労
働
者
の
雇
用

の
安
定
、
福
祉
の
向
上
な
ど
雇
用
改

善
に
つ
い
て
、
事
業
主
や
関
係
者
の

方
々
の
理
解
と
関
心
を
よ
り
一
層
高

め
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年
日
月
を

「
建
設
雇
用
改
善
推
進
月
間
」
と
定

め
、
各
種
行
事
や
啓
発
活
動
を
展
開

し
ま
す
。

雇
用
改
善
の
た
め
各
種
援
護
制
度

が
あ
り
ま
す
の
で
積
極
的
に
活
用
さ

れ
、
建
設
業
界
を
支
え
る
労
働
者
の

雇
用
改
善
に
つ
い
て
ご
尽
力
く
だ
さ

る
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

/ヘ

13日奇30分~

なわとび大会

日時 11月25日(土) 13時30分~

対象小学生 30名
持ち物 運動しやすい服装・よ

靴等

質呂ちあります。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
旭
川
、
旭
川
公
共
職
業
安
定

所
宮

0
1
6
6
1
5
1
1
0
1
7
6

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

参
加
者
募
集

中
学
生
の
理
科
教
室

日
時
ロ
月
羽
田
川
内

場
所
北
海
道
立
理
科
教
育
セ
ン
タ
ー

内
容
音
を
光
通
信
で
伝
え
よ
う

身
近
な
も
の
で
電
池
を
作
ろ
う

定
員
中
学
生
M
名
参
加
費
無
料

申
込
み
・
問
合
せ
一
T
0
6
4
6
9
5
4

札
幌
市
中
央
区
宮
の
森
4
条
7
丁

目
3
1
5

北
海
道
立
理
科
教
育
セ

ン
タ
I
g
o
-
-
-
6
3
1
1
4
4
0
5

削

0
1
1
1
6
3
1
1
9
4
7
5

※
は
が
き
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
直

接
セ
ン
タ
ー
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

講演会のご案内

-農業フォーラム食生活を考えてみましょう

「現代の食生活と子供たち」
講師拓殖短期大学 教授相馬暁さん

日時 11月19日(日) 13時~

場所公民館大ホール

響けプラス!届け北の大地へ!

駐屯地音楽隊第3固定期演奏会
fヘ

日時 :12月2日(土)
[開場]午後5時30分
[開演]午後6時00分

-愛食フォーラム美味しいかみふらの発見

「すてきな人はよく食べる」

講師星津クッキングスクール星津幸子さん
STV rどさんこワイド」でもおなじみ

日時四月 3日(日)午前11時 ~

場所公民館大ホール

※星揮先生手づくりの「たきこみご飯Jの試食もあります。

場所:社会教育総合センター

曲目-平和を守るもの

オ リエ ン卜 急行

美空ひばりメロディー

他

入構無視

チケット等は、ありません。

お気軽にご来揚ください。

-問合せ・

農と食かみふらのフェア実行委員会宮⑮j010

ゲスト上富良野中学校吹奏楽部

【問合せ】

駐屯地広報室rn.0167-45-3 1 0 1 

回

内線215・216



募集のお知らせ

受付時間平成12年11月 6 日伺)~平成13年 1 月 5 日(剣:締切必着

日本国籍を有し、平成13年4月 1日現在、 15歳以上17

歳未満(昭和59年4月2日から昭和61年4月 1日まで
応募資格 の聞に生まれた者)の男子。(平成13年3月に中学校卒

業若しくは、中等教育学校の前期課程終了見込みの者
を含む。)

一次試験日 平成13年1月7日(日) 一次合格発表日 平成13年1月16日同

二次試験日 平成13年1月下旬 最終合格発表日 平成13年2月20日附

「自衛隊生徒」と は少年工科学校(陸上)、第 l術科学

「自衛隊生徒j
校(海上)、航空教育隊(航空)へ入校し、 4年間教育

制度の特色 ‘
を受ける少年自衛官のことです。
一般学校と同様の教育を実施し、 3学年終了後、高校

卒業の資格が得られる。

「自衛隊生徒J住み良い地域づくりのために
新しい民生委員・児童委員を紹介します

民生委員・児童委員は、住民に最も身近な

ところで、住民の立場に立った相談・支援等

の福祉活動を行なっています。

このたび、宮町 1・2地区の委員が蛮更に

なりました。悩みごとなど、お気軽にご相談

ください。

本2

白、ま
・1-"‘つ

※詳しくは、上富良野募集事務所(宮0167-45-3412)
または、役場企画調整課基地調整室 密⑮6980

紘2
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-火山観測の目的
火山観測の目的は、「防災Jと「調査研究」に大別されます。「防災」と

しては、火山の活動状況を把握し、火山活動の異常を早期に発見するとと
もに、その活動の推移を観測 ・監視し、これらの観測成果を基に、火山情
報を的確に発表して、災害防止に役立てることを目的としています。
「調査研究」としては、火山活動の実態を究明するために必要なデータを

取得し、噴火予知の進歩に必要な基礎資料を提供することを目的としていま
す。

・常時観測
0震動観測

地震計などにより、火山及びその周辺に発生Eする火山性地震や火山性
微動を観測します。

十勝岳でl之、標高1，355mの避難小屋付近 (H点)と標高765mの硫黄
川沿い (A点)に地震計感部「を置き、旭川|地方気象台及び札幌管区気象
台ヘテレメータすることにより観測しています。また、H点と十勝岳火
山観測所の2か所には空振計を設置しています。

0遠望観測 、
カメラや目視により火山を遠望し、噴煙の高さや色、噴出物(火山灰

・噴石などに火柱、音響などを観測します。旭川地方気象台では、十勝
岳火山観測所に可視・高感度・赤外の 3種類のカメラを置き、観測して
います。

0現地観測
実際に火山に登り、火口や噴気孔の温度、噴出物の状況、地形変化な

どを詳細に観測します。
，旭川地方気象台では年3回実施しています。

・機動観測l
機動観測には、平常時における火山の状態を把握するための基礎調査観

測と、噴火など異常な火山現象が発生したときに行う緊急観測があり、北
海道内の火山については、札幌管区気象台の北海道地域火山機動観測班が
地元気象台と共同で実施します。

観測種目は、その目的により異なりますが、1999年(平成11年)の十勝
岳の基礎調査観測では、火山性地震の震源を求めるために地震計の多点観
測、火山直下の熱的状態を把握するために全磁力観測などを実施しました。

・その他
このほか十勝岳では、北海道大学、北海道立地質研究所により、それぞ

れの目的に応じた観測や研究が行われています。
.ワイヤーセンサー

旭川開発建設部及び旭川土木現業所によって十勝岳山腹の望岳台付近に
設けられた21基のワイヤーセンサーは、最前線の感知装置です。泥流が発
生した際には泥流流下箇所のワイヤーが切断され、直ちに十勝岳火山砂防
情報センタ一、旭川開発建設部、旭川土木現業所、地元町役場(監視盤は
24時間体制の北消防署庁舎に設置量)に伝達され、泥流経路など現地状況を
把握することにより素早い防災体制が可能となります。

十勝岳の火山観測体制

十勝岳の火山概報 (2000年9月〉
「火山概況J

9月の火山性地震の回数は37回で、火山性微動はありませんでした。
遠望観測では、 62-2火口の噴煙の高さの最高は500mで色は白色でした。
その他の火口でも、噴煙活動に大きな変化はありませんでした。
また、今年の 3 回目の現地観測を 9 月 18 日 ~22日にかけて実施しました。
詳細については十勝岳火山活動状況 (6ページ)をご覧ください。

問合せ旭川地方気象台技術課密0166-22-6937

2000年7月1白から、 9月30日までの3か

月問、朝6時から社会教育総合センター前で

『さわやかラジオ体操」を計画していただき、

とてもよかったです。大勢の方々が参加され、

健康増進に役立ったものと思います。今まで

にない積極的な姿勢(アイディア)で、前向き

な姿勢はすぼらしいと思います。来年もまた

よろしく頼みます。

fさわやかラジオ体操Jは早朝にジョギ

ングやウォーキング等を通じて、健康作り

に励んでいる人が増えて来ているなか、そ

れらの人たちが社会教育総合センターに集

まって運動ができるよ うにということで、

7月1日から 9月30日まで毎朝6時から開

催し、平均30数人、多い日は、 46人、延べ、

2，853人もの参加がありました。終了時のア

ンケートでも「参加してよかった。健康に

なった。仲間ができた。来年も参加したい。J

などの芦が多数ありましたので、来年も引

き続き実施します。また、雨天時には、社

会教育総合センター内で行えるようにした

いと考えていますので、来年度もぜひ参加

して ください。

(旭町3丁目・男性)

@)@Ii}， ~@'@?@ 
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花
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な
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よ
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観と子のきずな家庭教育
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「
集
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で
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見
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見
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①β真綿色した00000ほどす

がしいものはない"-'1'

⑥ワン0000。
⑦ー休さんの得意なのは ?OOチ
⑧なくて七00
⑨食事の席でその世話をする人の

こと。

⑪最近この関連の事故が多くなっ

ています。

⑬実力 ・信念などを試ろみること。

また、その苦しみ。

⑬どうしょうかな。心の000。
⑮文章をかく時はこれが重要

roooo転結j

⑫今年ラベンダーまつりに来たも

のまねタレントは、00カンH

と呼ばれています。

ギ力のコヨ

導徳小林東中小学校長

固を並べてひとつの言葉をつくってください。
答えを11月30日までに役場企画課調整課へご持参
ください。記念品を差し上げます。

①出掛けるよ。早く 000してね。

②チーズや玉子もこれにできます。

④優良の場合5年に一度の更新です。

⑤インドにある川。

⑦土の中で冬を過ごします。

⑩あなたは0000の存在を信じ

一粒の米の教え

『一粒の米たりとも、粗末にするな。人聞

は 1粒の米の尊さを知るべきである。』 ある

雑誌にこんなことが書かれていた。『一粒の

米であっても粗末にすると目がつぶれるよ。』

ということは、私自身子どもの頃に母親から

よく聞かされていた。しかし、今日のような

飽色の時代、ついぞ思い出すこともなく過ご

してきたようだ。

先日、意外なことが分かつた。

『一粒の米を植えると、秋の収穫時には

7，200粒の米になる。Jと言うのである。これ

は普通の茶碗で 2杯分にあたるそうです。

一粒の米からこんなに多くの米がとれると

は思ってもみなかっただけに、私自身驚い

た。このことが分かつて今更ながら、母が

言っていた 1粒の米の大切さをしみじみと感

じたのである。

今日物質の豊かさが、心の貧困を生んでい

ると言われるが、物の大切さを改めて教える

ことがどんなに大切かを再確認しつつ、 1粒

の米に限らず、 1滴の水、 1枚の紙で、あって

も、それを粗末にするものは、人や物に感謝

する気持ちも相手を思いやる気持ちも生まれ

てこないことを今、子ども達に教えておかな

ければならないのではないだろうか。

キラキラ

ギ

煙であぶります。

00の入ったセーター。

力

③今年は流行るかな?

のアタ
/へ

氏名答え

ますか。

⑫、北寄H とかく員。なんて読む?

⑪芸能人カイヤの夫は川崎00

⑬青・岩・浅草 10月号の答えは「キノコガリ」でした

回
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「みのむし」

枝がしっかり作られていて、

みのむしの表情ち素敵ですね。

最後までていねいにつくりあげ
てくれました。

中
央
保
育
所

治ってきたたくさんの落ち葉

を押し葉にして作りました。葉

を花びらに男立てて、大きなひ

まわりがきれいにできあがりま
した。 (山田先生)

「ひまわり」松雪空
白だ吉

年
生

惰ゅ芦
2s: 
刀てな宮

を 冒
~" 2 
ん 丁

白

ヘ

「子供たち2人は3年前にわが家のア
イドルで、夫は人めぐり逢いで2年前
に広報紙に載ったことがあって、私だ
けと思っていたら、今固めくmって来た
んです」と、うれしそうに話す元気いっ
ぱいの田中さんにお会いしました。

フラワーランドで団体客の昼食を準
備している「すずや」さんで、5月か
ら9月まで働く田中さんは、数が多く
て食器洗いがたいへんなんだとか。今
月からは別のバイトち終わり、やりた
いことがいっぱい。今年の冬は、スノ
ーボード歴4年のご主人のすすめで、
スノーボードをはじめるのだそうです。
家族4人がゲレンデをスノーボードで
滑る日ちそう遠くはないかもしれませ
んね。

、、り逢

(杉野先生〉

た なか ゆ か

田中 祐賀さん
昭和49年生まれ

西町3丁目

上富良野町へ

O佐藤根照之さん(新町)から、

郷土館展示資料として、しめ太

鼓を。

@盛永・佐川特定共同企業体から、

西小学校施設物品として、紅白

幕を。

@鹿取・志賀特定共同企業体から、

西小学校施設物品として、紅白

幕を。

@拓北・デンセツ特定共同企業体

から、西小学校施設物t品として、

紅白幕を。

社会福祉協議会へ

O小原久治さん(島津)から、父

・末蔵さんの死去に際して、 5

万円を。

O村上五郎さん(栄町)から福祉

に役立ててくださいと、 3万円

を。

@及川l忠夫さん(錦町)から、離

町に際して、 3万円を。

。竹谷愛子さん(錦町)から、夫

・岩俊さんの死去に際して、 10

万円を。 エ

O見附キクヱさん(旭町)から、

夫・満さんの死去に際して、 1

万円を。

@池田義貢さん(縁町)から、母

・二美さんの死去に際して 5万

円を。 ~

ラベンダーハイツヘ

@小川直太さん(東中)から、入

所者へ、かぼちゃ12箱(1籍10

kg詰)を。

。林下芳子さん(中町)からλ所

者へ、ビデオCDカラオケソフ

トセット (3万円相当)を。

失響で 生込農の と総相に方に の康近軍広粧
さしは産み業大しおじ違お々っさで管かのがし秀
せ、、コと所幅か聞てはいのいです理、支つ、峰戸、
る農今スな得なしきまあてごてぶ 。にカ配てそ十 〆 )
こ業後ト っ か下なしあ っ は努は寸 々ゼ下まの勝 〆

と者 のにて大落がてまがい力、年 かなにい範岳
にの宮もし変にらおあ 6さで農の けどな り囲も

t日 FR2tgiazHftC2Z fH  
、意大 F ま 、 。 ぬも た野白
今欲きい~.þ ν よ も 。部に
後を，く収ぶ 9~ 厄】E‘ う う冬へ雪
の喪影入''-;; I " 'k.豆、‘ 健間将と化

こかのえ 「未来ある農業にJ 域 じ大わ
ろな推る ムムて変が
で け進た 叶長尾本孝雄 品後おな国

あれにぞさわ 思めのと性のし商 γ にはり結の
りは、~;:さが 21 つなた行の軽、品語よ、ま果食
まな よ向か町世てけめ政向減真性かる農すに料

て21農 E量努す佐 !Et走告展張主 5議02易
い層業明幹農まなるて向図業売、ッ同 の率
と努振か産業すら施 2けり者性生ト組 でも
思め興り業の 。な策農た、のを産を合 は下
うて計がにた いを業対生負活性大の とが
とい画見いめ と 進 者 策 産 担 用 ・ い 広 案り

た
く
さ
九
の
善
意
窃
り
が
と
う
ミ
ざ
い
ま
し
た

隊第ω参事かふl回



Young Gene-;ation 
[若い世代]

f¥ 

10月28目、東兜童館でハ口ウィンパーテ ィ

が聞かれました。このパーテ ィーでは仮装

コンク ルち行われ、 白い市をかぶりおばけ

のかっこうをレてくる子、お姫様や天使のか

っこうで参加する子などいろんな仮装をした

子どちたちが集まりまレた。ゲームがはじま

ると自分のチームの応援で、盛りょがったり、

宝さがしで伺個ち宝を男つけ、持ちきれない

くらいたく さんのお菓子を手にしている子も

いました。みんな楽しかったかな?

f¥ 

編
集
後
記

・

「天
高
く
馬
肥
ゆ
る
秋
」
こ
と
わ
ざ
に
あ
る
よ
う

な
空
が
高
く
、
青
い
空
に
う
ろ
こ
雲
や
す
じ
雲
を
見

る
ス
キ
ツ
と
し
た
秋
晴
れ
が
な
い
で
す
ね
。
あ
る
日
、

雨
が
や
み
雲
の
聞
か
ら
陽
が
射
し
、
水
た
ま
り
に
警

戒
し
な
が
ら

一
羽
の
す
ず
め
が
や
っ
て
き
て
、

一
羽

二
羽
と
却
羽
ほ
ど
が
お
も
い
っ
き
り
羽
を
羽
撃
き
豪

快
な
水
浴
び
を
始
め
た
。
そ
の
光
景
は
、
し
ぶ
き
が

陽
に
ひ
か
り
、
「
温
か
い
陽
が
射
し
て
い
る
う
ち
に
」

と
、
す
ず
め
の
会
話
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
だ
つ
た
。

(
お
)

・
わ
か
ば
愛
育
園
の
お
ゅ
う
ぎ
会
の
取
材
に
行
き
ま

し
た
。
と
な
り
の
子
を
見
な
が
ら
踊
っ
て
い
る
子、

み
ん
な
と
反
対
に
回
っ
ち
ゃ
っ
た
子
、
ま
っ
す
ぐ
前

を
み
て
自
信
た
っ
ぷ
り
に
踊
っ
て
い
る
子
、
い
ろ
い

ろ
で
し
た
が
、
決
め
の
ボ
l
ズ
は
み
ん
な
し
っ
か
り

し
て
い
て
H

頑
張
っ
て
練
習
し
た
ん
だ
H

と
い
う
感

じ
が
伝
わ
り
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。
同
じ
目
、
社

会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
と
東
児
童
館
で
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

パ
ー
テ
ィ
ー
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
集
ま
っ
た
子
ど

も
の
元
気
の
良
さ
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

(
ひ
)

)は前月比

13，028 (-14) 

6，608 (-9) 

6，420 (-5) 

5，314 (-24) 

人のうごき

一
山
男
女
時

平成12年10月31日現在
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